
益川さんとの３０年を振り返って

高橋 智彦 （奈良女子大学）

シンポジウム「素粒子のこの５０年、そして未来ー益川さんを偲んで」

京都大学基礎物理学研究所 パナソニック国際交流ホール
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高橋
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～1997年3月

５年間、謦咳に接すること
ができた
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当時の雰囲気（素粒子論の状況）

...たまには一つの理論がモーツアルトの作品の

ように完全なものとして出現することがある。

ニュートン力学、マックスウェル電磁気学、量子

力学などの物理学の基本体系は代表的例だが、

素粒子の標準理論は今世紀の最後の成果とし

て同じ部類に入る資格があるだろうか？ ...

しかしわれわれはまだ標準理論の内容を全部

検証したわけではない。そのためには実験のエ

ネルギーと精度をもう一段上げねばならない。

トップクォークをとらえ、ヒッグスボソンをとらえ、

３種のニュートリノの質量をきめることは絶対に

必要かつ有意義な今後の課題である。 ...

岩波「科学」
1993年7月号

南部先生の巻頭言より



当時の雰囲気（素粒子論の状況）
• トップクォークが未発見 （ 1994年発見 ）

• ヒッグスが未発見 （ 2011年～2013年 確認 ）

• しかし、検証されてないが標準理論は「正しい」

クォークは３世代 （ 小林-益川理論で「OK」 ）

ニュートリノは質量をもつ（もってもよい）

• 流行現象としての弦理論は終わっていた



啓林館
高校物理の教科書

「標準理論」という語
が教科書に載るよう
になっている



最後の見開きには
物理学の歴史とと
もに、南部先生、
小林さん、益川さ
んの写真



M1の講義とゼミ
• 素粒子論I        二宮(基研)     場の量子論の基礎

益川 次のスライドで

• 素粒子論II       九後 群論, SU(6), SM, GUT
井上(基研)     SUSY GUT, SUGRA

• 素粒子論ゼミI  矢彦沢 Field Theory,   Ramond
静谷(基研)    Field Theory,   Schultz

• 素粒子論ゼミII  稲見(基研)    Statistical Field Theory,   Itzykson-Drouffe
畑 Supersymmetry and Supergravity,  Wess-Bagger

• 素粒子論ゼミIII 松田(教養部)  Applied Conformal Field Theory,  Ginsparg
植松(教養部) Aspects of Symmetry, Coleman

• 数研のゼミ 中西・小嶋 Non-Perturbative methods in 2 d QFT,
Abdalla-Abdalla-Rothe

平成4年度 学事要項



益川さんの講義 （素粒子論I）
• Advanced な場の量子論（益川さんの考えてきたこと、研究してきたこと）

• 板書と（おそらくどこかで使った）トラペを織り交ぜながらの講義

• 格子場の理論 ( Creutz の仕事など )
• 非線形表現 ( BKMU など )

• くりこみ理論 ( white noise, short-time action, ... )
未出版内容!  ( 講義中「論文にしたければして下さい 」と言われた )
ある研究会で益川さんが講演、南部先生が感心したように質問されて、

質疑応答で共鳴されていた記憶

( どなたか覚えていませんか? 記録が残ってる? )



当時の益川さんの研究
（研究グループ年次報告から）

• １９９２年
・非可換幾何学の時空への応用の研究。

・局所的GL対称性を持った格子理論の研究。

• １９９３年
・プランクスケールで激しく変動し、巨視的に見ると変化のおだやか

なメトリックを数学的に定式化することを研究中。



当時の益川さんの研究
（研究グループ年次報告から）

• １９９４年
・ Group Lattice上での新しいLattice theoryを構成する試み

・経路積分の測度と繰り込み可能性との関連について研究

Ashtekar学派のLewandowskiがC*代数的な意味での有限理論と発

散があり、繰り込みを必要とする理論との違いが、基礎となる関数

空間のC*の意味のtopology の違いとして理解できると言い出した。

この方向で解釈学の域を超えることは大変おもしろいと思われる。

そこで、現在、測度論、Gel`fant理論を詳しく勉強して準備している。



当時の益川さんの研究
（研究グループ年次報告から）

• １９９５年
・格子でのBRS Formalismについて考察した。

・ Planck Scaleの世界では計量は泡立っていると考えられる。これと

我々が観測しているマクロな世界の「平均化」された計量をどう定

義するのか考えた。



当時の益川さんの研究
（研究グループ年次報告から）

• １９９６年
・ ミクロなレベルでの重力理論の解明

彼は量子重力に関して一つの抽象をもっている。即ちPlanckスケールのような
ミクロなレベルでは、計量の揺らぎが非常に大きく、言わば泡立った世界になっ
てるであろう。しかし、これを低エネルギーまで落としてくると、良く知られたなめ
らかなMinkowski計量になると。彼はこの抽象を記述する道具立てのヒントが
M(atrix) theoryから得られるのではないかとして、現在研究中である。

・学生部長職の研究

数々の成果を挙げられた。ここで詳しく紹介できないのが残念である。



益川さんの語っていたこと

今思えば、益川さんの構想していた物理を聞
き逃した、もしくは理解できなかった。

でも、益川さんが語っていた哲学、流儀、作
法、方法論、などをおぼえている。

（日記にでも記録しておけば良かったと思う
が...

調べてみると、出版物、ビデオなどに大量に
残されている。)

京大生協食堂にて （1994?)



数学セミナー 1993年5月号



「物理法則」を発見して
いく過程の基本構造を
武谷三男氏は三段階
論として確立している。
と述べたあと、

数学セミナー 1993年5月号
「物理さんとその研究手法」から



基研研究会「学問の系譜」 2005年11月7日 懇親会



民主的な研究室、研究室運営

1995年夏 東京物理サー
クルの合宿

2009年6月 インタビュー

2005年2月 インタビュー

• 研究室会議
予算、人事、行事予定など、すべてここで決める。議長は院生。

• 人事選考にも院生が参加する。
修士学生も参加。候補者の論文を読んで業績報告。
スタッフと院生が等しい１票の権利！

• 民主主義はコスト（時間と手間）がかかる。 （現在、効率化の波は続く）
• スタッフは会議での説明責任。若手は聞いて育つという側面もある。

（現在、大学はトップダウンを通り越して、どこで何が決まっているのか。）

（素粒子論の未来と密接に関係してくる気もしている）



益川さんが理学部時代の素粒子論
• 1993年 SSC (Superconducting Super Collider) 計画中止

• 1994年 トップクォーク発見

（毎年10月になると新聞記者が多数やってくる）

• 1994年 Seiberg-Witten 理論 (N=2 Super YM)
（速報会?で、場の理論がそんな簡単に解けない、と言われた。

超対称性のような美しい構造なので、低エネルギーでないかもしれないが、

自然のどこかに実現しているはず。）

• 1995年 Yukawa International Seminar (京都)
``Recent Results in String Duality”,  Polchinskiの講演

• KEKB加速器(1999年運転開始)、K2K実験(1999年始動)の準備が始まっていた



(中略)

「京都大学での益川先生」

九後太一

日本物理学会誌
Vol.64, No.2, 2009



２００８年 ノーベル賞受賞！

2008年10月７日
NHK ２１時のニュース



たいしてうれしくない...

2008年10月7日
受賞決定後のインタビューの様子

(同日２１時のNHKニュースから)



2008年10月8日
朝日新聞朝刊 １面



2008年10月8日
朝日新聞朝刊 29面



南部先生との共同受賞に...

若い人へのひとこと
「高眼」手低

2008年10月8日
NHK 7時のニュースから

神秘的な理論
難しい素粒子の理論

日本から３人！

怒って、笑って、泣いて
面白い、人間味、人情味

益川さんブームがおこった



2008年10月9日

朝日新聞朝刊 20面

「益川さん語録」も

21面は小林さんインタビュー



益川さんの考えていた「物理」
「むじな沢で物理を語り合う」

2009年6月 インタビューより抜粋

物理教室年次報告の内容を思い出す

と、京大理時代から２０年近くの間

益川さんは量子重力、物理と幾何の

問題を考え続けていた。

何か新しい幾何があって物理と関係
すると？



益川さんが考えていた新しい幾何（もしくはその他の可能性）がきっとあるに違
いない。

（きっと、素粒子論の未来を変えるものなんだろうと想像しています。）

「むじな沢で物理を語り合う」
2009年6月インタビューより抜粋

「なぜ」と理由を問い続けること、そして、それを楽しむこと、を忘れなければ、
素粒子論の未来が拓かれる、と信じています。
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